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■ 5月の売り上げは０に近い状況 

   主にJTBをメインとしたJTB総合提携店として国内外

の商品を販売している株式会社トラベル・エー。現在は

県内4店舗でパート含め29名で営業しています。 

   1996年創業以来、業績を伸ばしてきましたが今年春

先からのコロナ禍による緊急事態宣言発令により5月いっ

ぱいまでカウンター業務を休止せざるを得ない状態となり

ました。Web予約などに頼らずカウンターでの対面接客に

よるお客様との絆を重視した営業スタイルであったため、5

月中の売り上げは0に近い状況でした。その間、雇用調

整助成金をいただきながら、営業社員は団体お得意様

などのフォローにまわり、カウンター接客社員には勉強する

機会ととらえ、ハワイ州のアロハプログラム(ハワイの歴史や

知識)上級資格の取得などの活動を行ってきました。 

   また店舗内では消毒、マスク着用、検温の徹底と、

パーテーション、足踏み消毒液装置を設置し充分なウイ

ルス対策を実施して6月から営業を再開しましたがコロナ

の状況は変わることなく客足もほとんど戻らない状況でし

た。しかも海外の商品は現在もまったく販売できる状態で

はないため、一旦商品アイテムから完全に外しました。 

■ お客様との信頼度を高めることが近道 

 そういったこともあり今は『安心感』を販売しようということ

で、安い（お得感）近い（近隣県）短い（短期間）商

品をベースとしてお客様への提案という形に方向転換し

ています。 

株式会社トラベル・エー 

取締役営業本部長 石丸 貴弘 会員 

新型コロナウイルス感染拡大により、事業に深刻

さが増す中、改めて継続のために手を尽くしま

しょう。そのためにも一人で悩まず会員同士の体

験を交流しましょう。本企画はコロナ禍での会員

の奮闘体験を掲載します。 

旅行プラン提案で安心、満足、そして感動 
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 6月からの石川県民割のタイミングもあってたくさんの

方々にご利用いただきました。その時の整理券配布等の

次を見据えた“気配り”を重視し、その後のGoToとのダブ

ル還付でもお客様には最大限の還付が受けられるように

するなど、次のアプローチを心がけています。しかし、それで

もカウンターにいらっしゃるお客様はコロナ前からみると50

～60％程度の回復で、9月以降も殺到するといったこと

はなく、お客様も様子見の段階であると思います。 

 現在は既存のお客様との絆をより強くするためのコミュニ

ケーションを図り更なる信頼度を高めることが一番の近道

ととらえて、食事プランや慰安旅行、バス旅行の替わりとな

る、社員の家族が楽しめるご当地グルメ宅配プランなどを

展開。旅行予算を均等割りで各社員に還元するものとし

て提案しています。 

■ 近道想いをつなぐツールを大切に営業 

 旅行会社として旅行プランなどを提案するのが本筋で

はありますが、根本に立ち返ればお客様の行事をサ

ポートすることであり、『出るだけが旅行ではない』『旅行

された気分を味わっていただく』といった提案と、旅行が

できるタイミングになればもう一度お声をかけていただく。

そういった『想いをつなぐ』ツールを大切にしながら営業を

しています。 

  旅行プラン提案から始まる安心感、満足感、そして

感動していただくことを胸にこれからも奮闘していきます。 

（取材：今村 彰英 広報委員） 
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中小企業経営者がいずれ向き合わなければならない

経営課題の一つが「事業承継」です。石川同友会会員

の事業承継の事例を、その想いを含め紹介します。 

別れ想いとビジョンで事業をスタート 

    幾つかの企業に勤めた後、2016年に創業しました。15年

程前に電力自由化の話を聞き興味を持ち勉強してみると、と

ても奥が深いが薄利な事業だとわかりました。それでも事業をス

タートしたのは「想い」と「ビジョン」が明確にあったからです。 

「ふるさと納電」で電気代の県内循環を 

  経営理念は「電力を通じて地域の価値を高める」とし、大前

提として「電気代の県内循環」を謳い、県外に流出している電

気代を県内に留めたいと考えています。 

   その中で「ふるさと納電」という取り組みも行っています。これ

は、契約していただいた皆様の電気代の一部を更に県内の事

に役立てていこうというものです。この一環として地元スポーツ

チームと協力した「スポーツ応援でんき」（サムライズ電気、ヴィ

ンセドール電気）や特定地域プラン「地域応援でんき」の展開

など地元密着で活動しています。 

   先日、県内出身者二人による絵本「生ごみからエネルギーを

つくろう！」を寄贈しましたが、近々親子参加型のイベントも開

催予定です。県内の子ども達への教育分野にも積極的に関

わっています。県内初の新電力として、普段当たり前に使う電

石川電力株式会社   

代表取締役  

堀 敬亮  会員 

大切なのは想いの承継 

気に新しい価値をつけたパイオニアであると自負しています。 

理念と共に会社を永続 

  創業間もないことと、まだ従業員と共に最前線で現場にも出

ている為、まだ承継の対象など具体的には定まっていません

が、承継において最も大切なのは、誰に引き継ぐということでは

なく、「理念」いわば想いの承継であると思っています。 

   現在は日々の中で従業員と理念を共有し、方向性を合わ

せています。地元大手企業と資本提携を行ったのも会社の永

続やサービスの向上、成長スピードを上げる等の目的がありま

した。また、その際に譲れないものは？との問いに「現在のお客

様に不利益がないこと」と「理念」と即答しました。私が引退し

た後も理念と共に会社を残していくことを考えました。 

   通信の自由化後に携帯電話やインターネット等、新たなサー

ビスが展開されたように、電力自由化により今後想像できない

未来が待っていると思います。それらを近くで見ていられるのは

面白いと感じます。今後も地元を大切に、「電気は地元の電

力会社で」を当たり前にしていきたいと考えています。 

（取材：山岸 恒平 広報委員）  
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金沢駅西・金沢中央・広報委員会合同９月例会 

 今回の例会は、支部と広報

委員会がコラボする初の試みで

した。県外の会員も含め95名

が参加し、まさに全国広報委

員会in金沢という内容でした。 

  「情報創造の力」～圧倒的

な強みを発信することで、自社

の中も外も変わる～と題して、

加藤昌之氏に報告いただきま

した。以下報告要旨。 

   広報とはPR＝パブリック（大衆）+リレーション（繋が

り）であり、その本質は「情報創造」です。情報創造とは、

顧客や社会などの求める情報を独自に集め・分析して戦略

を作り届けることで、社会を共に良くするステークホルダーとの

 9月23日（水） Zoom 

情報収集・分析で強みをビジュアル化して発信 

   能登支部９月例会は「ななお・なかのとＤＭＯ」の佐藤

氏に、11月からスタートする和倉温泉の「宿」と七尾市内の

「食」を観光客にアピールする観光庁採択の100％補助事

業について目的や概要等を説明頂きました。 

  「ななお・なかのとＤＭＯ」は、観光資源を磨き上げて誘

客取組を再構築し地域全体として戦略的広報を推進して

いる組織で、2018年11月に七尾市観光協会を母体に設

立し、観光の面から地域づくりを実践している法人です。 

   今回の採択事業の目的は和倉温泉と七尾市街地の飲

食店や歴史的観光資源の連携を図り、宿泊と飲食の分離

を推進し、インバウンド客が好む宿泊プランを充実させてイベ

ントなどを組み合わせることで和倉温泉の連泊客や宿泊滞

温泉宿泊と市街地飲食の連携で地域活性化 

能登支部９月例会 

在者数を増加さ

せて周辺エリアを

含めた地域の活

性化を目指すとの

こと。 

   グループ討論で

は、「泊・食分離を実現する方策や同友会としてイベントへ

の関わり方」をテーマに討論しました。各会員が自社の強み

や特性を活かして地域づくりに参画し貢献できる可能性が

高いことに気づき、自社を見直すことができました。さらに能

登支部として、地域づくりを見直し、他団体との連携を図る

きっかけとなりました。（寄稿：永田 寿昭  広報委員） 

関係づくりです。今の時代はステークホルダー主義であり、お

金儲けより未来ビジョンに対する信頼関係が価値を生む時

代になりました。つまり自社の強みや社会的な役割などを発

信する時代です。そのためには「自社の圧倒的な強み・実

力差」は何か、情報を集め・分析し・自覚することが重要で

す。そして、強みを目に見えるようにビジュアル化し、しっかりと

必要な方面からの外部評価を得ることも大切です。それらを

可能にするために、同友会が大切にしている「人間尊重の

経営」「自立型経営」「エネルギーシフト」などを着実に実行

していかなければなりません。   

   本例会に参加し私自身は、情報創造の力を正しく使うこ

とで景気に左右されることなく未来・ビジョンを描き、着実に

進んでいくことを目指したいと強く感じました。（寄稿：出村

有基 広報委員） 

 9月15日（火） Zoom   

講師 加藤 昌之 氏 (株)加藤設計 代表取締役（中同協前広報委員長・愛知同友会副代表理事） 

講師 佐藤 孝俊 氏  一般社団法人ななお・なかのとＤＭＯ 次長 
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小林 花代 会員 税理士法人みらいサクシード 

代表（金沢城南支部） 

   弊所は税理士２名・行政書士

１名・スタッフ2名とともに月次決

算・経営計画（数字編と方針）で

中小企業のお客様が経営を発展さ

せていくための支援を行っています。

社会変化の早い昨今、中長期的

な展望で経営を行っていく必要性が

あります。また、今年度より事業承継のための後継者支援

業を始めました。自社の決算書などを使い利益を出すには

どこに手をつけるかなど数値的・実践的な視点で考える力

をつける支援を行っています。 
 

中西 祐士 会員 フレックス工業(株) 取締役 

（金沢駅西支部） 

 当社は東証一部上場の製鉄メーカー

「JFEスチール（株）」の関連会社とし

て北信越を中心に活動する建設会社

です。 工場や倉庫・クリニック・事務所、

官公庁、一般住宅等、幅広いジャンル

の建築を行なっています。 また、新築に

限らず増築やメンテナンス等、建物に携

わる業務を行っています。 1991年に金

沢市で創業し、従業員は12人と小さいながらも地場ゼネ

コンとして、今日までたくさんの方々のご協力を得て活動し

ております。   
 

鶴来 建志 会員 (株)ｅｒ 代表取締役 

（白山・野々市支部） 

   店舗総合プロデュースの㈱erです。【繁盛店づくり】をお

手伝いすることが弊社のミッションです。繁盛店となるには、

その目的（ゴール）の設定と成功の方程式が必要です。

㈱erは、ハードだけでなく、そのノウハウ提供をしています。 

また弊社では、新型コロナウィルスの感染拡大防止対策と

して、AI検温モニタをご案内しています。入口での検温を

安全・確実に実施できるAI検温モニタは、マスク同様これ

からの必需品です。ご関心がある方は弊社まで。 
 

高峰 茂 会員 (株)ネオ金沢 取締役社長 

（金沢中央支部） 

 弊社は、排水管のつまりや臭気の

発生抑制、排水管内の清掃やカメラ

調査、また、食品関係の排水処理を

行っています。 

 地球は先祖からの贈り物ではなく、

子孫からの借り物。今年からSDGｓ

を初めました。産業廃棄物処理業者

として、出来る事から始め持続可能な社会を皆さんと作り

上げたいと思っています。 
 

高畠 善史 会員 (株)プロスペラゴ ＣＯＯ 

（金沢城南支部） 

 弊社は【Webサイトを制作しないこと

もある】Webサイト制作会社です。事

業／店舗／商品開発など、多様な

サービス・事業に関わってきた知見を元

に、クライアントにとって何が最適かを見

極め、お手伝いをしております。 

 prospelagoという社名は、「Pros 

pelity=繁栄」と「Archipelago=群島」をかけ合わせた

造語です。 会社／人／プロジェクトを島と例え、【共に繁

栄すること】を目指し、常にクライアントの側に立って考え行

動しています。お困り事があれば何でもご相談ください！  

石川同友会では約400名の中小企業家が会内での

活動や交流、学びの機会を生かして、よりよい経営の

実現を目指しています。そうした会員の自社での取り

組みや事業を紹介しています。 

コロナ禍で直接の交流が希薄になる中、より多くの企

業を紹介するために、前号に続き5社が会社や商品

のPRを寄稿しました。（※順不同） 
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11 月の 
行事予定 

I N F O R M A T I O N  

すべての行事は事前登録制です。 

会員外の経営者の参加希望は事務局までご連絡下さい。 

能登支部 ※Zoom   11月例会 

白山・野々市支部 ※Zoom 11月例会 

11月26日（木）18：30～20：35 

 「白山・野々市支部  
     半期振り返り例会」 

 「夢あふれる白山・野々市を我々中小企

業家で創ろう」をスローガンに早くも半年

が経過。それぞれが掲げてきた「夢あふれ

る未来づくり」「よい会社づくり」「よい

経営環境づくり」「よい経営者づくり」

を、どこまで実践してこれたでしょうか。

現状での課題は何か。それを踏まえて、こ

れからどうしていくか。また、自分の会社

ではどうだったか。これまでの半期を振り

返り、次に繋げる例会を行います。 

11月19日（木）18：00～20：30

「仲間がいたからできた経営指針」 

パネラー：  

櫻井浩一 会員 ㈲インテグレイテッド 
      システムズ 取締役社長 
河尻成実 会員 ㈱のとじまの不動産屋 
       代表取締役 

木下恒喜 会員 ㈱丸一観光 常務取締役 

コーディネーター：上野真人 会員 
㈲スーパーロフティ 代表取締役 

   いまが大変な時代だからこそ、同友会の

学びを生かす場でもあるはずです。 

 今回は、能登支部内で経営指針成文化講

座を修了した3名が登壇し指針を通して得

られたこと、指針を成文化していない方へ

向けたメッセージを持ってパネルディス

カッションを行います。今期、入門編を受

講する上野会員をコーディネーターとし、

経営のヒントを得られるよう、学び合いま

しょう。 

金沢城南支部 ※Zoom  11月例会 

11月24日（火）18：30～21：00 

「人との繋がりから 
  新しい未来を生み出す」  

 新家 雄太 会員  

 (株)あて 代表取締役 

 笑顔が生まれる空間づくりのお庭を提案

している「㈱あて」、あなたらしいのカラ

ダづくりの「RACH GYM」、なりたいを

カ タ チ に す るweb service企 業「㈱

Spirale」と複数の事業を手掛ける新家会

員。 

 人との繋がりから生まれた各事業の想い

と未来は？ウィズコロナで人との繋がり方

は変わるのか？新家会員の人生観、理念に

も繋がる自社との関わり合いの報告です。 

南加賀支部  ※Zoom   11月例会 

金沢駅西支部 ※Zoom  11月例会   

11月25日（水）18：00～20：30  

「PPK☆ピンピン☆キラリを目指して」 

 飯田 泰広 会員 

 ばんき和漢堂薬局 代表 

 夫婦共に実家が薬局を経営、健康オタク

でお客様を治すこと一心で経営している両

親の姿を見て育ちました。 

 調剤薬局・ドラックストアに勤務。その

後、鍼灸の専門学校を卒業し、鍼灸整骨院

に勤務。結婚を境に夫婦で薬局を開業。両

親同様、とにかくお客様を治したい一心で

経営をしていましたが、同友会と出会い経

営指針成文化講座を受講。考え方が180度

変わり業界の常識も覆されました。『健康

に過ごすことももちろん大事だが、それ以

上に大切なものがある』飯田会員の人生論

で、これからの生き方と経営について学び

合いましょう！ 

11月27日（金）18：30～20：55 
        21:00～リモート懇親会 

＊南加賀支部仲間づくり委員会主催＊ 

【参加企業報告会】 

 南加賀支部 仲間づくりスローガン 

「１社も辞めさせない」 

 ～連携から不離一体経営へ～ 

 今例会では、会員企業の業務により深く

スポットを当て「え？こんな事もやってた

の？」そんな言葉を会内から無くし、「実

はあの会社こんな事やってるんだよ！」

と、会員の事業を仲間が代弁できる！そし

て代弁したくなる！！そんな情報をZOOM

で共有します。 

 コロナによる世界不況を共に乗越える連

携事例の報告や、各社マッチングの可能性

が例会中に発展し、SDGsをターゲットに

ヒットさせます。また採用や社員共育力向

上の情報共有や、事業展開も一歩進む！ 

そんな内部強化から、外部環境に強くなる

各社の報告会とします。 

金沢中央支部 ※Zoom  11月例会   

11月17日（火）18：00～20：50  

「地球は先祖からの贈り物ではなく、 
子孫からの預り物。1st:SDGsを始めよう」 

 野村 昭夫 会員（環境経営委員長） 
 ノムラ合成(株) 代表取締役 

 私たち大人は、誰もが今日の地球環境の
悪化を知っています。「どうにかしなけれ
ば」と思いながら、昨日と同じ生活をして
います。私たちの子供、孫の世代にツケを
回していませんか？ 
 今行っている経費削減は紙、電気、燃
料、残業、従業員の健康管理など。全てが
SDGsに繋がっています。これらをSDGs
で表すだけで、社内外の環境、金沢、石川
の環境、そして地球の環境が変わります。
何よりも子供たちの未来の環境が変わりま
す。今行っていることをSDGsに表してみ
ませんか！  

※野村環境経営委員長が「中小企業が変わ
れるSDGs」と題してSDGsを解説し、今
例会にあたりSDGsに取り組んだ4名の会
員が経過や現状、課題などを報告します。 

  

広告募集中 
●企業間交流、情報交換の場として「DOYU石川」をご活用下さい。 

●お知り合いの経営者に同友会を知ってもらうツールとしてもご活用頂けます。 

広告下１段８,０００円／月（四半期毎に請求／１年毎更新） 

お申し込みは同友会事務局まで。Tel.076-255-2323 



 

 

入会のお申込み・お問い合わせは       
石川県中小企業家同友会事務局 

Ｔｅｌ.076-255-2323 
  

今月の表紙 

発行/石川県中小企業家同友会 〒920-0059 金沢市示野町南52 AKビル3階 tel.076-255-2323  fax.076-268-5656 

中島 綾也 会員 中島メッキ工業（株） 

 （各種電気メッキ・アルマイト処理 ）              

表紙写真提供：ヘアメイク：かなざわ・凛や 藤元澄代 会員 

   新型コロナウイルスの中小企業への影響調査（9月15～30日

実施）を実施し59社が回答しました。この調査は3月、6月、7月

に続く第4回目となります。  

◆新型コロナマイナス影響が8割 

 新型コロナウイルス感染症拡大による経営へのマイナスの影響が

「出ている」と回答した企業は53％、「懸念される」は27％となりまし

た。合わせるとこれまでとほぼ変わらず8割となります。「マイナス影響

が出ている」は微減しているものの予断を許さない状況です。 

◆前年同月期比「減少」が55％ 

 前年同月期比は、「ほぼ変わらない」は7月調査25％から今回

 

第４回コロナウイルスの影響調査集計           新型コロナウイルス特別委員会  

 

１０万円からできる本づくり  

 この企画は、特別定額給付金の

活用手段の一つに「自費出版」と

いう選択肢も知っていただくため

のものです。企画第一弾として和

光照明(株)の織田兼太朗会員（写

真左）が「Little Happiness」を

出版しました。アナログの出版だからこそ、「伝わり」「心

にとどまる」手触りのあるコミュニケーションが実現できま

す。コロナ禍に今一度自身や自身の生き方、過去、未来を見

つめ直す一助になればと思います。 

詳細はこちらからhttps://eiko-shobou.com/ （寄稿：本人） 

（株）栄光プリント 常務取締役  

 出村 有基 会員 

20％に減少しました。増加（1％以上増加）した割合は前回

26％から今回25％となり、減少した割合（1％以上減少）は前

回49％から今回55％へ増加となりました。前回7月調査でほぼ変

わりないとしていた割合が減少に転じた傾向があり、前年同期比で

55％が減少を示しています。特に、10％～30％減少が前回の7

月調査では16％でしたが、今回調査では24％に増加しました。 

 新型コロナの影響を受けて資金繰りについての対応は、「借入をし

た」が54％、「特に対応していない」が34％でした。 

◆ＩＴ化の取り組み「オンライン会議」最多 

  新型コロナへの対策としてデジタル化・IT化で新たに取り組んだこ

と、強化したことについては、「オンライン会議の導入」が16％で最も

多く、「リモートアクセス環境の新規・追加導入」「webサイトの強

化・見直し」がともに10％、「テレワーク制度の導入」「PC・モバイルデ

バイスの追加購入・追加支給」がともに9％でした。 

 一方で、「特にない」と回答した企業は59社中12社と約2割を占

めていました。 

※詳細は石川同友会HP「新型コロナウイルス関連情報」参照。  

会員が設計・内装で雑貨店をオープン 

 10/10(土)近江町市場内に地場の雑貨

セレクトショップmuta muta（ムタム

タ）をオープンしました。創業当時ム

タムタ屋と呼ばれていた同社が原点回

帰したお店で昔から使っていた作業台も店舗のディスプレイ

スタンドとして中央に配置しました。設計は7.NANATEN

(株)の齋藤麻由会員がインスタ世代から地元の方にも親しみ

やすい温かみのある店舗をデザインしました。(株)鍋谷木材

の鍋谷秀典会員は、あえて節目を残した味のある能登ヒバな

どの素材を生かし彩った内装を手がけました。同友会員3社

が想いを込めた新店舗！市場の賑わい創出のフラッグショッ

プとなりそうです 。（取材：中嶋 幸恵 広報委員） 

（株）丸年呉服店 代表取締役  

 吉村 浩史 会員 


